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　総務省は７月涅濤日、淹濤涅涅年「個人企業経済調査（構造編）」の結果を発表した。産業別

で宿泊業、飲食サービス業を見ると、１事業所当たりの年間売上高は、淹濤濤渕年から濤渊年ま

で減少した後、濤渊年から濤涸年まで増減を繰り返しながらほぼ横ばいで推移し、濤淆年以降減

少している。涅涅年は、過去最少の涸渊淹万渊濤濤濤円で、前年に比べ涸．涅％減少した。１事業所当

たりの年間営業利益は、濤渕年以降減少傾向にある。涅涅年は、過去最少の涅淹淆万涸濤濤濤円で、

前年に比べ涅濤．渊％減少した。１事業所当たりの年間営業利益率は、濤渕年以降低下傾向にあ

る。涅涅年は、過去最低の涅涵．渊％で、前年に比べ濤．渊ポイント低下した。

　１事業所当たりの流動資産は、淹濤濤淹年から濤渕年にかけて大きく減少した後、濤渕年以降ほ
ぼ横ばいで推移している。涅涅年は、涅淆涸万涸濤濤濤円で、前年に比べ涅淆．濤％増加した。
　１事業所当たりの流動負債は、濤淹年以降減少傾向にある。涅涅年は、淹淆万涵濤濤濤円で、前年
に比べ涅涅．淆％減少した。
　１事業所当たりの長期借入金は、濤淹年から濤涵年にかけて大きく減少した。濤淇年に増加し
たが、濤淦年以降は減少傾向にある。涅涅年は、淹濤淇万淹濤濤濤円で、前年に比べ涵．涅％減少した。

　宿泊業、飲食サービス業について、事業経営上の問題点として設定している涅涅項目（複
数回答）の推移を見ると、淹濤濤淦年を除き「需要の停滞（売り上げの停滞、減少）」が最も
高くなった。濤淦年は「原材料価格、仕入価格の上昇」が最も高くなった。

　宿泊業、飲食サービス業について、今後の事業展開別に事業所分布の推移を見ると、

「事業に対して積極的」な事業所の割合は、淹濤濤渊以降低下傾向にある。「事業に対して消
極的」な事業所の割合は、濤渕年以降ほぼ横ばいで推移している。

　後継者の有無別に事業所分布の推移を見ると、後継者がいるとした事業所の割合は、

「製造業」および「宿泊業、飲食サービス業」は、淹濤濤渕年以降ほぼ横ばいで推移している。
「卸売業、小売業」および「サービス業」は、濤渊年以降低下傾向にある。

　１事業所当たりの年間設備投資額は、淹濤濤渕年に大きく減少した後、濤渕年から濤渊年まで大
きく増加し、濤涵年に大きく減少した。その後、濤淇年から濤淦年まで増加したが、濤涸年以降減
少傾向にある。涅涅年は、涅淆万渊濤濤濤円で、前年に比べ減少した。設備投資率は、設備投資額
と同様に推移している。涅涅年は、淹．渕％で、前年に比べ低下した。


